
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
千
六
百
三
十
七

万
三
千
百
四
十
一
円
、
利
益
準
備
金
の
額
を
四
百
十

万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
三

日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

青
森
市
大
字
新
城
字
福
田
二
七
一
番
地
一

株
式
会
社
日
産
サ
テ
ィ
オ
青
森

代
表
取
締
役

中
嶋

憲
一

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第 38期決算公告 平成21年11月16日
青森市大字新城字福田271番地１
株式会社日産サティオ青森

代表取締役 中嶋 憲一
貸借対照表の要旨(平成21年３月31日現在)

科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)

合 計

金 額(千円)

1,621,179

2,692,953

4,314,132

2,910,631

19,700

1,383,801

240,000

26,373

26,373

1,117,428

4,100

1,113,328

(14,384)
4,314,132

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
倉
松
一
丁
目
八
番

二
四
号

株
式
会
社
諏
訪

代
表
取
締
役

栗
田

政
明

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第 38 期 決 算 公 告
平成 21年 11月 16日
埼玉県北葛飾郡杉戸町倉松１丁目８番24号

株 式 会 社 諏 訪
代表取締役 栗田 政明

貸借対照表の要旨
(平成21年８月31日現在) (単位：千円)

科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
資 産 合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
利 益 剰 余 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)

負債・純資産合計

金 額
68,614

26,331

94,945

52,466

1,978

40,501

40,000

501

501

(66)
94,945

平成™˜年˜˜月˜�日 月曜日 (号外第™›™号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
台
東
区
雷
門
一
丁
目
二
五
番
地
一
、
最

後
の
住
所
東
京
都
台
東
区
雷
門
一
丁
目
一
番
一
一
号

被
相
続
人

亡

今
井

一
郎

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
五
番
六
号
朝
陽
ビ
ル

三
階

相
続
財
産
管
理
人
弁
護
士

鬼
丸
か
お
る

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
府
中
市
清
水
が
丘
三
丁
目
二
〇
番
地
の

二
八
、
最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

奧
野

通
也

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

事
務
所
東
京
都
八
王
子
市
横
山
町
五
番
一
五
号
三

井
生
命
八
王
子
ビ
ル
九
階
八
王
子
ひ
ま
わ
り
法
律

事
務
所相

続
財
産
管
理
人

弁
護
士

狩
集

英
昭

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
立
川
市
錦
町
二
丁
目
六
三
番
地
、
最
後

の
住
所
東
京
都
立
川
市
曙
町
二
丁
目
三
三
番
一
四

号
e

二
〇
八
号

被
相
続
人

亡

和
泉

明
弘

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

東
京
都
立
川
市
曙
町
二
丁
目
一
七
番
六
号
朝
日
生

命
立
川
ビ
ル
四
階
赤
沼
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

清
水

光
子

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
本
牧
大
里
町
五
三
番

地
、
最
後
の
住
所
長
野
県
小
諸
市
大
字
柏
木
三
三
四

番
地

被
相
続
人

亡

小
林

清

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
三
丁
目
二
八
番
地
、
最

後
の
住
所
兵
庫
県
尼
崎
市
菜
切
山
町
四
四
番
地

被
相
続
人

亡

永
田

直
芳

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
北
浜
二
丁
目
五
番
二
三
号

小
寺
プ
ラ
ザ
七
階相

続
財
産
管
理
人

藤
田

修
輔

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
大
阪
市
中
央
区
谷
町
六
丁
目
二
番
地
、
最
後
の

住
所
大
阪
市
東
住
吉
区
照
ヶ
丘
矢
田
一
丁
目
九
番
八

号

被
相
続
人

亡

浦

和
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁
目
二
番
二
e

一
四
〇
〇
号

相
続
財
産
管
理
人

山
Ä

忠
志

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

長
野
県
佐
久
市
岩
村
田
二
八
〇
八
番
地
四

相
続
財
産
管
理
人

瀬
下

哲
男

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
愛
知
県
一
宮
市
小
信
中
島
字
郷
南
一
九
番
地
、

最
後
の
住
所
愛
知
県
一
宮
市
中
町
二
丁
目
九
番
三

八
e

二
〇
五
号
ナ
ビ
ハ
イ
ツ
一
宮
中
町

被
相
続
人

亡

吉
田
喜
八
郎

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

名
古
屋
市
中
区
錦
二
丁
目
四
番
三
号
錦
パ
ー
ク
ビ

ル
一
〇
階
し
ょ
う
ぶ
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

山
田

尚
武

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
広
島
県
安
芸
高
田
市
甲
田
町
高
田
原
一
五
七
二

番
地
一
、
最
後
の
住
所
愛
知
県
稲
沢
市
井
之
口
大
宮

町
四
五
番
地
シ
ャ
ト
レ
愛
松
稲
沢
Ø
e

二
〇
六

被
相
続
人

亡

田
原

勝
之

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
丁
目
二
〇
番
二
号
第
一

七
Ｋ
Ｔ
ビ
ル
八
〇
一
号
ア
ク
シ
ア
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

山
田

亮
治

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
三
重
県
鳥
羽
市
安
楽
島
町
七
〇
七
番
地
、
最
後

の
住
所
三
重
県
鳥
羽
市
安
楽
島
町
八
一
八
番
地
一

被
相
続
人

亡

寺
本

修
治

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

三
重
県
松
阪
市
中
央
町
三
〇
三
番
地
一

S
u
n

ビ

ル
五
階相

続
財
産
管
理
人

弁
護
士

森
下

英
俊

Ÿ�
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